
より良い地域を作って参りたいと思いますので、なお一層

ご協力をお願いいたします」と挨拶を述べました。会議では

いいね大賞表彰者の決定、まちづくり推進への提言にかか

る取り組み状況についての説明がなされました。

表彰区分 自治会名 広報名

最優秀賞 第３７区自治会 第３７区自治会 自治会だより

優秀賞 第５区自治会 「元気と笑顔のGO！GO！５っ区」

優秀賞 第１０区自治会 １０区掲示板「白藤」

優秀賞 第２４区自治会 ２４区自治会通信

優秀賞 黄海地区住民自治協議会 黄海地区住民自治協議会だより

藤沢町住民自治協議会 第1２０号

希望のケルン 令和６年
1２月25日発行

今年最後となる理事会をニュー

パレスみなこうで開催しました。

星会長は「少子高齢化、人口減

少、これは避けて通れないけれど

もそれぞれの自治会・団体、私ど

も含めて地域課題に取り組み

自治会等広報コンクール入賞作品

１１月末まで募集していた自治会等広報コンクールは、岩手日報一関支社・

岩手日日新聞社・いちのせき市民活動センターへ審査を委嘱し、１２月１１日

（水）に市民センターで審査会を行いました。

令和６年度

藤沢町住民自治協議会理事会第 7 回自治会等広報作成研修会令和６年度

藤沢町住民自治協議

会の広報部会は「初め

ての広報づくり」をテー

マに研修会を開催。広

報活動の向上と自治会

活動の活性化に役立て

藤沢文化センター駐車場

午後５時～午後9時まで

ふじさわまちあかり

期間：～1月10日 (金 )

審査会では、「毎年審査をしていく中で回覧

板的なものから『広報』になってきた」「評価

ポイントは広報では見出し、写真で目を引け

るか」「わかりやすさとコンセプトは紙媒体に

おいての核」など講評をいただきました。

「第３７区自治会 自治会だより」は、読みやすく自然に最後まで目が進んだ。

と審査員の評価が高く、今年度の最優秀賞に選ばれました。

最優秀賞・優秀賞の作品は藤沢市民センターロビーに掲示しています。

るとともに、各自治会の広報作りのきっかけとな

ればという目的で行われました。

講師に、いちのせき市民活動

センター長でidea編集長でも

ある小野寺浩樹氏を迎え「住

民は、地域を知ってるようで実

は知らない」「自治会広報をつくるコツ」などを

教えていただきました。参加者からは「興味深い

話で今日来られなかった皆にも聞かせたい内容

だった」と感想を話していました。

第8回理事会1月9日（木）19：00～藤沢市民センター



FESTnoARE（フェストのアレ）

FESTの DX部門である FESTnoAREは

2024年４月から活動を開始ました。

ゲームやVR・ボードゲームが好きなメンバー

が集まり、それらを活用したイベントを開催し

ています。

特集 第２弾
藤沢町住民自治協議会がしていること

藤沢町住民自治協議会
〒029-3405
一関市藤沢町藤沢字仁郷12-5
電話：63-５５１５ Fax：63-5５１７

H P ： https://dontokoi-f.com/
メール ： fuji@dontokoi-f.com
LINE公式アカウント ： @094zlnki
みなさまの情報お待ちしております HP

２０１７年に１０名程度から始まったFESTは、毎年事業を続けていく中

でメンバーが増え、現在では２６名になりました。

参加しているメンバーは、地元に根ざしている２０代～４０代で、藤沢地

域を盛り上げたい！元気な町にしたい！という思いを持っています。イベ

ント前には積極的に意見交換をしています。

「盆DANフェス」、「ふじさわまちあかり」などのイベント企画、町内にあ

る３箇所のダムに着目したダムカードやダムカレーも発案しました。

どの事業も開始して数年ですが、藤沢のまちに溶け込んでいます。盆

DAN・まちあかりなどは「今年はいつですか？」などの問い合せがあっ

たり、ダムカードは北は北海道から南は九州まで県内外からの来訪者

が「やっと来れました」と笑顔を見せるほどです。

希望のケルン特集企画として連載します。

来月号は協働のまちづくり会議・自治会長等研修についてです

活力あるまちづくり会議（FEST）
活 力 あ る 若 者 交 流 事 業

F：藤沢（Fujisawa）

E：楽しむ（Enjoy）

S：暮らし方、様式（Style）

T：まちづくりを行うグループ（Team）

ふじさわまちあかり(12月)

•藤沢文化センター駐車場

•点灯式に付随するイベントも開催

ダムカード３種類

•町内には３箇所ダムがある

•県内外から来訪者多数

ふじさわ盆DANフェス(7月)

• ポップスに合わせて盆踊り

•今年で３回目となる

代表者がいないのが特徴

LINE
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